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研究要旨 

国内で進められているライフサイエンス分野のデータベース統合化とヒトデータベースの現

状について把握した。データ共有にかかる労力は大きいが、その意義もまた大きいものと思

われる。しかし、いまだ緒についたばかりであり、特にヒトを対象としたデータに関して実績が

あがるのはまだこれからと考えられた。疫学研究データについても受け入れは可能であるが、

機微情報に関しては共同研究などを締結する必要があると考えられた。 

 

 

A. 目的 

 ライフサイエンス分野の公的科学研究費の公募要

項には、現在、論文発表等で公表された成果に関わ

る生データの複製物、または構築した公開用データ

ベースの複製物をバイオサイエンスデータベースセン

ター（NBDC）に提供するよう求められている。そこで、

このようにライフサイエンス分野のデータ統合を目的

に進められている NBDCの現状を把握し、疫学研究

のデータアーカイブ化を進めるための参考とする。 

 

B. 方法 

 NBDC の箕輪真理氏より、NBDC が収集しているデ

ータベースの現状につき情報提供をいただいた。 

 

C. 結果 

［NBDC の沿革・役割］ 

平成 18 年度から文部科学省「ライフサイエンス分

野の統合データベース事業」により、サイエンス分野

のデータベースの統合作業が開始された。これは 5

年の時限付プロジェクトであったが、終了後、その成

果を継続発展させることを目的として、平成 23年 4月

に科学技術振興機構 (JST)に新たに「バイオサイエン

スデータベースセンター」(NBDC: National Bioscience 

Database Center)が設置された。 

NBDCではライフサイエンス研究分野のデータの統

合を進めるために、四省（文部科学省、厚生労働省：

医薬基盤研究所、農林水産省：農業生物資源研究所、

経済産業省：産業技術総合研究所創薬分子プロファ

イリング研究センター）連携を進めるほか、国際連携

に向けた取り組みも展開されている。一方で、データ

ベース整備・充実、統合化、公開のみならず、その役

割にはデータベース研究開発戦略の立案、データベ

ースの基盤的技術開発も含まれる。 



 NBDC では各省で行われた生命科学系
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索できるシステムを提供している。取り扱われているデ

ータベースの範囲は広く、ゲノム、分子のレベルから

イメージまで多岐に渡り、登録されている生物種も

様々である。
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E． 結論 
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F． 健康機器情報

なし 

 

G． 研究発表

1. 論文発表

 なし 

2. 学会発表

 なし 
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H．

1. 特許取得

 なし

2. 実用新案登録

 なし

3. その他

 なし

 

   

． 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む。）
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